
試験を行東爲

⑸ ボット苗用畑土に代る培地による。

養苗と山行後の活着生長を調査する。

-2 〇-

12•国有林苗畑における線虫被害の実態調査および防除

1試験担当者

本埸保護部樹病科母:千葉 修

〃 〃 研究室:真宮角治

関西支場保護研究室：寺下隆喜代、峰尾一彦

四国支場保護研究室:陣野好之

九州支場保護第一研究室:徳重陽山,清原友也

2試験目的

国有林苗地における線虫被害の実態,加害線虫の稲類•生態•被害と環境との関係を明らか 

にし,薬剤および育苗手法による防除方法を確立する。

3昭和43年度©経過とえられた滞杲

(本場)

四国支場と共同で•実態調査を実施したが,他地方と同じく苗畑線虫はネグサレセンチュウが 

主休であることがわかった。スギ,ヒノキ,アカマツ,トドマツ等の主要樹種に接種試験を行 

ないuキタネダサレセンチュウの土壊,植物根中にむける増殖の程度を比較したがrスギ,ヒ 

ノキAエゾ,トド,カラマツ>アカマツの3グルーブにわけられた。また,根の皮層内で生活 

し,中心柱にはほとんどはいらない。細胞の破かいは機械的なものであることがわかった。

前年すでの結果は一応とりまとめのうえ林試研報2 2 〇号に発表した。

(北海道)

道内の各苗畑について,トドマツ > カラマツを中心として,キタネグサレセンチュウの生息 

密度を生育障害について実験を行なったが•初期密度が5»〇 〇 〇頭・以上(鉢)になるとカラマ 

ッ稚苗の生育に障害を与える。立枯病菌の主なものはロゼリニア,シリンドロクラディウム, 

リゾクトニャ］フザリウム等で土の容母によって病原性が異なる。

(東北)

1〇力所の苗畑の実態調査を実施するとともに,スギについて秋まき苗の薬剤防除試験を実 

施したが,容まきについてはN C sと512Iの肘5 0 C C , 5 〇 g処理は防除効果が高かつ 

た。

(関西)

前年度で管内全苗畑の調査を終了し,各種線虫の生息密度等明らかにしたが,本年度は1ネ
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グサレセンチュウの被害解析の一環として,苗木堀取跡地の線虫の実態,スギ硬きつけ床の時 

期別消長と被害等調充した。

(四国)

宿毛署はじめ8署管内苗畑の実態調査と陣山苗畑において線虫の季節的消長,立枯病および 

苗木の成育との関係を調査した。

(九州)

15営林署苗畑の土塊,線虫の種類と,3営林署•苗畑における線虫の年間変動を調査した。

4昭和44年度の試齡計画

1未調査地域における線虫実態調査

2 病原菌との相互作用をも含めた線虫被害の解析

3薬剤による防除試験

4大栃署•管内苗畑でネダサレセンチュウの季節的密度変化•その他を定期的に調近する。
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15•林業機械の性能と効率的利用法

1試験担当者

機械化部長:梅田三樹男

機械第1研究室:上田 実,斉藤敏彦,富永 貢

2試験目的

林業機械徐の進展«ともなって,外国産のみならず国産林業機械においても,同一種類田 

属する機械が多数社の手で製作されるようになってきた。しかし,これら同一種類多数銘柄の 

林業機械が,はたして林業生産の労働生産性の向上に役立つのみでなく,全林業目的に適合す 

るという,験機械としてもつべき基本性能をそなえているかどうか,その判定に役立つ性能 

基準を確立するとともに,その性能を効果的に発揮させる技術の確立も#たきわめて重要であ 

る〇

このため,い<つかの問題について,重要かつ解決の見込のあるものから逐次取り組んで行 

こうとするものである。

3昭和43年度の経過とえられた結果

(性能試験)

林業用ワイヤー ローフ・ならぴ田用具の性能試験

1 小角度曲げ疲労試験機に中間支持金具をとりつける改造工事を行ない,6X7および 

異型線ローブの疲労試験を実施したが,横荷重が張力(5t)の10分の1というよう 

にかるいときは,中間支持金具の個所が先に寿命に逹するというものでも左いよ5であ 

る〇

2 S曲げ疲労試験機により6 X S , 6 X W , 6 X Fiの3通りの構成のサンロ ーブと

J I S ローブについて3通りの条件で疲労試験を実施したが,構成別の差は明瞭である 

が,異型線と丁 I S ロープとの差はどちらが有利とは判断できない結果がえられた。

5 東京営林局管内の3伐採現場で根株を引志抜く場合の引張力を測定したが,根株の強

さは根株直径の二乗に比例するような予想線図がえられた。

林業用可搬式機械の性能試験

1 新型チェーンソーの鋸断性能試験を行なったが,最近のチェーンソーは数年前のもの

より鋸断能力がまさっていることがわかり,5〜8杞程度の排気母5 〇〜8 0 c cの機 

械で国産材の伐倒,玉切りに十分使用できるよ9である。
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